


株
式
会
社
よ
こ
は
ま
ロ
マ
ン

創
社
の
経
営
状
況
報
告

（
原
案
可
決
）

平
成

年
度
の
売
上
高
は

億

万
円
で
前
年
度
比

万
円
、

％
減
、
当

期
純
損
失
金
額
は

万
円

の
報
告

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

財
政
指
数
の
開
示（

原
案
可
決
）

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
第

条
第

項
の
規
定
に
よ
り
財
政
健
全

化
判
断
比
率
の
状
況
報
告

定
住
自
立
圈
形
成
協
定
の
一

部
を
変
更
す
る
協
定
の
締
結
に

つ
い
て

（
原
案
可
決
）

十
和
田
市
及
び
三
沢
市
と
の

間
に
お
い
て
、
平
成

年

月

日
に
締
結
し
た
定
住
自
立
圈

形
成
協
定
に
、
新
た
に
連
携
す

る
取
り
組
み
（
消
費
生
活
相
談

体
制
等
の
充
実
）
を
追
加
す
る

も
の横

浜
町
教
職
員
住
宅
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
原
案
可
決
）

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
第

条
第

項
に
よ
り
平
成

年

月

日
付
け
で
施
行
さ
れ
た

住
所
修
正
に
伴
い
、
該
当
す
る

教
職
員
住
宅
の
位
置
を
改
正
す

る
も
の

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
横
浜
中
学
校
太
陽
光
パ

ネ
ル
設
置
工
事
）（

原
案
可
決
）

工
事
金
額

万
円

契
約
の
相
手
方

八
戸
市
城
下
四
丁
目
十
番
十
号

興
陽
電
設
株
式
会
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代
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締
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賢
司
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同
意

選
挙
管
理
委
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委
員



一般会計
歳入歳出それぞれ 億 ， 万 千円を追加し、予算総額を 億 万 千円と

する。
歳入 （主なもの）
地方交付税 億 ， 万 千円 増額
固定資産税 ， 万円 増額
総務費補助金 ， 万 千円 増額
総務費県補助金 ， 万 千円 増額
繰越金 ， 万 千円 増額
歳出 （主なもの）
財政調整基金費 億 ， 万 千円 増額
吹越共同墓地用地確定測量委託料 万 千円 （新規）
中吹越婦人ホーム改修事業補助金 万円 （新規）
住民基本台帳システム等改修業務委託料 万 千円 増額
保育士等処遇改善臨時特例事業補助金 万 千円 （新規）
障害者自立支援給付費 万 千円 増額
道路維持改良費 万円 増額

歳入歳出それぞれ ， 万 千円を追加し、予算総額を 億 ， 万 千円とする。
歳出は償還金、予備費の増額

歳入歳出それぞれ ， 万 千円を追加し、予算総額を 億 万 千円とする。
歳出は介護給付費準備基金積立金、他会計操出金の増額

歳入歳出それぞれ 万 千円を追加し、予算総額を ， 万 千円とする。
歳出は他会計操出金の増額

歳入歳出それぞれ 万 千円を追加し、予算総額を ， 万 千円とする。
歳出は一般管理費の増額

内部の調整であり、予算総額は同じで ， 万 千円。

歳入歳出それぞれ 万 千円を追加し、予算総額を ， 万 千円とする。
支出は 条予算で 万 千円増額、 条予算で 万 千円増額
（ 条予算 企業活動による収益とそれに対応する費用）
（ 条予算 施設整備への投資やその財源となる企業債等）

中吹越婦人ホーム



平成 年度町の各会計歳入・歳出決算を認定しました。平成 年度町の各会計歳入・歳出決算を認定しました。
みなさんが納めた税金をはじめ、国や県からの交付税や補助金などがどのよう使われたかをお知らせします。みなさんが納めた税金をはじめ、国や県からの交付税や補助金などがどのよう使われたかをお知らせします。

固定資産税の増収により町税 ％の増
情報通信利用環境整備推進交付金（光ファイバー）の皆増により国庫支出金 ％の増
電源立地地域対策交付金の増により県支出金 ％の増
町有地売却収入の増により財産収入 ％の増
総務費 地域情報通信基盤整備事業（光ファイバー）の偕増により ％の増
民生費 老人福祉センター修繕工事費の皆減により ％の減
衛生費 北部上北広域事務組合負担金の減により ％の減
教育費 小学校建設事業の皆増により ％の増（寄付された土地の売却による増など）

地方交付税とは 市町村の税収不足を補うために、国から一定額が配分される制度

歳入決算額は 億 万円
歳出決算額は 億 万円
差し引き（黒字会計） 億 万円となり、繰越明許費繰越額 万 千円を差し引いた実質収支額は
億 万 千円で、このうち 万 千円を財政調整基金繰入、 万円を 年度一般財源として

繰越ししました。



単位 万円）

国民健康保険 介 護 保 険 水 道 事 業 後期高齢者医療 百目木地区
農業集落排水事業 下水道事業

歳 入 億 億

歳 出 億 億

翌年度へ繰り越すべき財源

実 質 収 支

国民健康保険特別会計
実質収支 万円のうち

万円を基金に繰り入れ
万円を 年度一般財源として繰り越し

国民健康保険特別会計
実質収支 万円のうち

万円を基金に繰り入れ
万円を 年度一般財源として繰り越し

後期高齢者医療特別会計
実質収支 万円は
全額 年度一般財源として繰り越し

後期高齢者医療特別会計
実質収支 万円は
全額 年度一般財源として繰り越し

下水道事業特別会計
実質収支 万円は
全額 年度一般財源として繰り越し

下水道事業特別会計
実質収支 万円は
全額 年度一般財源として繰り越し

水道事業会計
実質収支 万円は
全額 年度一般財源として繰り越し

水道事業会計
実質収支 万円は
全額 年度一般財源として繰り越し

百目木地区農業集落排水事業特別会計
実質収支 万円は
全額 年度一般財源として繰り越し

百目木地区農業集落排水事業特別会計
実質収支 万円は
全額 年度一般財源として繰り越し

介護保険特別会計
実質収支 万円全額を
年度一般財源として繰り越し

介護保険特別会計
実質収支 万円全額を
年度一般財源として繰り越し

指標の名称 比 率 早期健全化基準
実質赤字比率 （％） ． （％）
連結実質赤字比率 （％） ． （％）
実質公債費比率 ． （％） ． （％）
将来負担比率 ． （％） ． （％）

指標の名称 比 率 早期健全化基準

地方公共団体の財政の健全化に関する法律 に基づき財政指標の開示をします。

実質赤字・連結実質赤字額が無い場合は （なし）で記載

名称説明）
一般会計、特別会計の歳出に対する歳入の不足額（赤字）を標準財政規模
で示したもの
すべての会計の赤字額と黒字額を合算して、町の歳出に対する歳入資金不足
すべての会計を対象として、標準財政規模の対する負債（借入金）の割合
額を標準財政規模で除したもの
標準財政規模に対する負債（借入金）の償還（返済）の割合
町が財政収支が不均衡な状況や財政状況が悪化した状況において、標準財
政規模に対する負債（借入金）残高の割合

事業会計の名称 比 率 経営健全化基準
水道事業会計 （％） ． （％）

百目木地区農業集落
排水事業特別会計 （％） ． （％）

下水道事業会計 （％） ． （％）

事業会計の名称 比 率 経営健全化基準

資金不足が無い場合は （なし）で記載



森
川
寒
治代

表
監
査
委
員

月
議
会
に
提
案
さ
れ
た
平

成

年
度
横
浜
町
一
般
会
計
・

特
別
会
計
の
決
算
認
定
は
、
決

算
審
査
特
別
委
員
会
（
澤
谷
松

大
委
員
長
）
を
設
置
、

日

日
の

日
間
、
会
計
管
理
者

及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
署
か

ら
説
明
を
受
け
慎
重
審
査
を
実

施
。そ

の
結
果
一
部
反
対
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
も
健
全
か
つ
適
正

に
予
算
が
執
行
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
、
委
員
会
意
見
を

付
し
認
定
し
ま
し
た
。

（
議
事
内
容
一
部
）

歳
入

給
食
費
の
未
納
に
つ
い

て
、
い
ま
ど
う
い
う
状
態
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
町
税
の
収

納
状
況
は
ど
う
か
。

給
食
費
の
未
納
は
、
件
数

で

件
、
金
額
で

万
円
と

な
っ
て
い
る
。
未
納
理
由
は
生

活
が
苦
し
い
家
庭
が
多
い
。
町

税
の
関
係
は
、
各
家
庭
の
所
得

は
増
加
し
て
い
る
。
収
納
率
は

％
で
前
年
に
比
べ

％
上
が
っ
て
い
る
。

町
営
住
宅
の
未
納
で
す

が
、
保
証
人
と
交
渉
し
て
い
る

の
か
。大

口
の
滞
納
者
に
は
定
期

的
に
訪
問
し
定
期
的
に
支
払
う

よ
う
約
束
し
、
現
在
約
束
ど
お

り
納
入
し
て
い
る
の
で
滞
納
額

は
減
少
し
て
い
る
。
な
お
、
保

証
人
と
は
交
渉
は
し
て
い
な

い
。

電
源
立
地
の
交
付
金
の
今

後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
は
、

種
類
交
付
さ
れ
て
い

る
。

つ
が
立
地
交
付
金
で
、

配
分
が

億

万
円

で
平
成

年
度
か
ら
使
わ
れ
使

い
切
る
と
交
付
さ
れ
な
い
。

つ
め
が
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付

金
で
配
分
は

億
円
、

つ
め

が
周
辺
交
付
金
で
、
単
価
が

年
々
下
が
っ
て
い
る
。

歳
出

横
浜
町

サ
ー
バ
ー
保

守
料
と
は
何
か
。

平
成

年
度
に
更
新
し
た

県
と
繋
が
っ
て
い
る
サ
ー
バ
ー

の
保
守
料
で
す
。

北
部
上
北
連
携
バ
ス
交
通

対
策
事
業
と
は
な
に
か
。

北
部
上
北
連
携
バ
ス
交
通

対
策
事
業
と
は
、
野
辺
地
町
・

六
ヶ
所
村
・
横
浜
町
の

町
村

で
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

広
域
的
な
バ
ス
交
通
の
効
率
化

と
持
続
化
を
図
る
た
め
、
調
査

及
び
研
究
、
活
性
化
再
生
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
負

担
金
で
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
判

断
基
準
を
教
え
て
も
ら
い
た

い
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請

は
、
本
当
に
緊
急
を
要
す
る
か

ど
う
か
救
急
救
命
士
が
様
子
を

み
て
医
者
に
伝
え
る
。

委員長 澤谷松大

ハ
チ
の
駆
除
は
、
何
件
で

単
価
は
ど
う
か
。

年
間

件
で
、
一
般
的
な

も
の
は

円
、
取

り
づ
ら
い
場
合
は

円
と
な
っ
て
い
る
。

森
林
組
合
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

解
散
命
令
が
で
て
い
る
。

町
の
出
資
金
は
返
さ
れ
る
こ
と

な
く
今
の
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

昨
年
か
ら
牛
の
品
評
会
を

や
っ
て
い
な
い
が
、
畜
産
農
家

の
盛
り
上
が
る
よ
う
今
後
や
っ

て
も
ら
い
た
い
。

肉
振
興
の
た
め
に
実
施
し

て
ほ
し
い
が
、
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
中
で
む
ず
か
し
い
と
総

会
等
で
聞
か
れ
て
い
る
。

後
継
牛
預
託
・
受
精
卵
助

成
事
業
に
つ
い
て
状
況
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

事
業
費
は
、乳
牛

頭

万
円
で
、
県
と
町
が
そ

れ
ぞ
れ

万
円
総
額

万
円
を

農
家

頭
あ
た
り



万
円
補
助
し
て
い
る
。
受

精
卵
事
業
に
つ
い
て
は
、

頭
事
業
費
が

万
円
で

万
円
助
成
し
て
い
る
。

地
域
振
興
券
は

％
の
利

点
が
あ
る
が
、

％
と
か

％

と
か
に
し
て
、
よ
り
広
く
町
民

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
ら

ど
う
か
。

商
工
会
で
決
め
て
お
り
町

で
は

万
円
支
出
し
て
い

る
。
今
後
は
実
績
を
み
て
商
工

会
と
検
討
し
た
い
。

成
人
式
の
記
念
品
を
も
っ

と
充
実
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

今
年
は
、
記
念
写
真
を
準

備
し
た
。
次
年
度
以
降
に
反
映

さ
せ
た
い
。

新
横
小
の
教
育
方
針
を
聞

き
た
い
。

生
涯
学
習
社
会
に
対
応
し

た
児
童
生
徒
の
育
成
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
な
か
、
ど
こ
へ
行
っ

て
も
誰
と
で
も
仲
良
く
な
れ

る
、
い
ろ
ん
な
立
場
の
人
の
気

持
ち
を
き
ち
ん
と
わ
か
る
児
童

生
徒
を
育
成
し
た
い
。

国
保
運
営
協
議
会
の
旅
費

の
予
算
が

円

に
対
し
、
支
出
が

円
よ
り
使
っ
て
い
な
い
が
、

今
後
の
運
営
協
議
会
の
運
営
方

法
を
示
し
て
ほ
し
い
。

協
議
会
は
定
例
の
年

回

開
催
し
て
い
る
。

年
度
は
視

察
研
修
が
な
か
っ
た
た
め
不
用

額
が
多
く
な
っ
た
。

短
期
保
険
証
を
取
り
に
こ

な
い
世
帯
数
は
ど
の
位
か
。

短
期
保
険
証
の
人
数
は

人
、
内
取
り
に
こ
な
い
人
は

人
。

人
あ
た
り
の
医
療
費
及

び
検
診
率
ま
た
町
の
平
均
寿
命

は
県
内
の
市
町
村
と
比
べ
ど
う

か
。

人
あ
た
り
の
国
保
税
は

県
内

市
町
村
中
、
上
か
ら

番
目
と
な
っ
て
い
て
、
医
療
費

は

人
あ
た
り

円
と
な
っ
て
い
る
。検
診
率
は
、

年
度

人
、

年
度

人
で
若
干
高
く
な
っ
て
い

る
。
平
均
寿
命
は
、
県
内
で
女

性
は

位
、
男
性
は

位
と

な
っ
て
お
り
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。

火
葬
場
は
禁
煙
に
な
っ
て

い
な
い
の
で
禁
煙
す
る
よ
う

お
願
い
す
る
。

繰
越
金
が

億
円
あ
ま
り

で
て
い
る
。
基
金
が

億
円

あ
り
、
公
債
費
が

億
円
あ

る
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
事

業
が
な
さ
れ
る
の
で
繰
越
金

が
大
き
い
か
ら
と
安
心
し
て

い
ら
れ
な
い
の
で
、
歳
入
歳

出
を
考
え
た
財
政
運
営
を
し

て
も
ら
い
た
い
。

文
化
・
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

賞
で
す
が
、
町
出
身
の
高
校

生
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い

る
。
励
ま
す
た
め
に
、
垂
れ

幕
を
下
げ
て
応
援
し
て
も
ら

い
た
い
。

電
源
立
地
交
付
金
の
電
気

料
金
の
還
元
を
半
額
で
も
い

い
か
ら
還
付
し
て
ほ
し
い
。

出
産
育
児
一
時
金
で
す

が
、
現
在

人
あ
た
り

万

円
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
子

ど
も
は
町
の
財
産
な
の
で
、

少
子
化
対
策
と
し
て

人
あ

た
り

万
円
給
付
し
た

ら
ど
う
か
。

短
期
保
険
証
を
取
り
に
こ

な
い
人
を
減
ら
す
よ
う
努
力

し
て
も
ら
い
た
い
。

反
対
討
論

（
イ
ー
タ
ー
）

を
推
進
す
る
と
い
う
立
場

で
の
負
担
金
に
反
対
す

る
。
原
発
の
再
稼
働
に
向

け
て
進
ん
で
い
る
が
、
住

民
の
安
全
を
優
先
的
に
考

え
、
原
子
力
を
慎
重
に
考

え
て
い
く
と
い
う
立
場
に

し
て
も
ら
い
た
い
。

賛
成
討
論

町
長
を
中
心
と
し
て
職

員
が
無
駄
が
な
い
よ
う
に

事
務
事
業
を
実
施
し
た
決

算
を
計
上
し
て
い
る
た
め

賛
成
す
る
。



米
価
が
大
暴
落
し
て
い
る

が
、
い
か
に
農
家
所
得
を
増
や

し
担
い
手
を
増
や
し
て
い
く
の

か
、
あ
る
べ
き
町
農
業
を
ど
の

よ
う
に
導
く
の
か
。

沖津 正博 議員

農
林
水
産
業
か
ら
示
さ
れ
た

新
た
な
農
業
農
村
政
策
で
は
、

食
料
米
を
対
象
と
し
て
交
付
さ

れ
て
い
た
経
営
安
定
所
得
対
策

の
一
つ
で
あ
り
ま
す
米
の
直
接

支
払
交
付
金
、

当
た
り
平

成

年
産
の
米
か
ら
交
付
金
が

万

千
円
か
ら
半
額
削
減
さ

れ
て

千

百
円
に
な
り

年

産
か
ら
は
廃
止
と
さ
れ
、
減
反

し
て
生
産
量
を
調
整
し
て
米
の

価
格
を
維
持
し
よ
う
と
い
う
政

策
か
ら
自
由
競
争
原
理
に
転
換

し
て
い
る
。
町
の
農
業
支
援
策

は
、
農
業
者
団
体
で
あ
る
十
和

田
お
い
ら
せ
農
業
協
同
組
合
や

集
荷
団
体
等
と
協
議
、連
携
し
、

基
本
的
に
は
国
、
県
の
支
援
策

を
基
本
と
し
、町
の
気
象
条
件
、

農
業
構
造
の
特
性
を
生
か
し
な

が
ら
、
集
落
営
農
組
織
、
法
人

経
営
組
織
や
新
規
就
農
者
の
育

成
を
図
り
、
十
和
田
お
い
ら
せ

農
業
協
同
組
合
の
第
二
次
地
域

農
業
振
興
計
画
で
の
長
い
も
、

今
後
、
平
日
や
夏
休
み
の
時

間
延
長
も
含
め
、
保
護
者
会
で

の
意
見
交
換
を
持
つ
な
ど
要
望

に
そ
え
る
よ
う
改
善
を
望
む
。

ま
た
、
小
学
校
統
合
後
に
よ
る

児
童
ク
ラ
ブ
を
ど
の
よ
う
に
実

施
す
る
の
か
。

平
成

年

月
に
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
る
保

護
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に

夏
休
み
・
冬
休
み
の
開
所
時

間
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、

開
所
時
間
が

時
か
ら

時
ま

で
希
望
す
る
保
護
者
が
多
く
あ

り
、
そ
の
理
由
と
し
て

親
は

仕
事
が
あ
り
、
友
達
と
遊
べ
る

場
所
が
あ
れ
ば
安
心

な
ど
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
町
で
は
こ

れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

学
校
と
協
議
を
し
て
平
成

年

の
夏
休
み
か
ら
現
在
の
開
設
に

至
っ
て
い
ま
す
。
開
所
時
間
延

長
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成

年
度
施
行
予
定
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

へ
円
滑
に
移
行
す
る
た
め
の
先

行
的
支
援
と
し
て
、
開
所
時
間

時
間
以
上
か
つ
午
後

時

分
を
超
え
て
事
業
を
行
い
そ
の

ク
ラ
ブ
の
従
事
者
の
賃
金
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
学
校
と
協
議
を
行
い
な
が

ら
事
業
の
申
請
が
可
能
か
ど
う

か
確
認
す
る
。

統
合
横
浜
小
学
校
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
新

校
舎
の
多
目
的
室
に
お
い
て
開

設
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

年
生

か
ら

年
生
ま
で
の
加
入
で
あ

れ
ば
ス
ペ
ー
ス
的
に
対
応
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
低
学
年
を
念

頭
に
児
童
セ
ン
タ
ー
の
活
用
等

も
考
慮
し
な
が
ら
横
浜
小
学
校

開
校
推
進
委
員
会
で
検
討
し
た

い
。

ご
ぼ
う
、
に
ん
に
く
、
馬
鈴
薯

の
根
菜
物
を
中
心
と
し
た
高
収

益
性
作
物
へ
の
転
換

事
業
計

画
に
よ
り
農
業
所
得
の
向
上
を

図
り
た
い
。



現
在
月
、
火
、
水
の

日
間

に
限
定
し
て
い
る
無
料
期
間
を

増
や
す
こ
と
や
曜
日
の
限
定
を

し
な
い
こ
と
、
バ
ス
送
迎
の
回

数
を
増
や
し
た
り
、
ど
の
地
区

も
乗
れ
る
バ
ス
送
迎
す
る
等
改

善
と
充
実
を
求
め
る
。

現
在
、
毎
週
月
曜
日
は
北
地

区
、
火
曜
日
は
本
町
地
区
、
水

曜
日
は
南
地
区
の
高
齢
者
の
方

が
バ
ス
で
送
迎
さ
れ
、

歳
以

上
の
方
は
午
前

時
か
ら
午
後

時
ま
で
無
料
で
入
浴
し
て
い

る
。
本
町
地
区
の
方
は

日
間

連
続
し
て
入
浴
し
て
い
る
方
も

い
ま
す
が
、
混
雑
す
る
時
間
帯

を
避
け
て
午
後

時
よ
り
入
浴

し
て
い
た
だ
く
よ
う
協
力
を
お

願
い
し
て
い
る
。
一
般
の
入
浴

者
は
午
後

時
か
ら
多
く
な

り
、
終
了
す
る
午
後

時
ま
で

男
女
と
も
固
定
客
で
混
ん
で
い

る
状
況
に
あ
り
、
最
近
で
は
町

外
の
入
浴
者
も
増
え
て
お
り
、

平
成

年
度
の
入
浴
者
数
は

人
と
な
っ
て
お
り
、

平
成

年
度
と
比
較
す
る
と

人
の
増
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
般
入

浴
者
が
増
加
し
て
い
る
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、

歳
以
上
の
無

料
入
浴
期
間
の
日
数
増
加
や
曜

日
の
限
定
を
し
な
い
こ
と
に
な

れ
ば
、
高
齢
者
の
入
浴
者
は
増

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

入
浴
で
き
る
席
数
が

席
よ
り

な
く
、
そ
の
影
響
が
一
般
入
浴

者
に
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
が
今
後
検
討
し
た
い
。

原
油
の
値
上
げ
は
直
接
町
民

の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。
冬

に
向
け
福
祉
灯
油
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

県
内
の
灯
油
価
格
も
春
先
か

ら
原
油
高
騰
に
よ
り
、
町
民
の

方
々
も
厳
し
い
状
況
の
中
で
生

活
を
し
て
い
る
こ
と
と
思
っ
て

い
ま
す
。
町
で
は
こ
れ
ま
で
、

平
成

年
度
と
平
成

年
度
に

限
り

横
浜
町
福
祉
灯
油
購
入

助
成
事
業
実
施
要
項

を
定
め

て
助
成
し
て
お
り
、
平
成

年

度
で
は
子
ど
も

人
以
上
の
子

育
て
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
、
障

害
者
世
帯
の
非
課
税
世
帯
等
を

対
象
に

世
帯
へ

万
円
を
助
成
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
全
国
的
に
値

下
が
り
の
傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
冬
の
需
要
期
に
向

け
て
原
油
の
値
上
が
り
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
近
隣
の
状
況

を
見
な
が
ら
灯
油
価
格
の
動
向

や
財
政
状
況
を
勘
案
し
て
検
討

し
た
い
。

質問する沖津議員



町の動きを知るよい機会です。
多くの方が町政に関心を持ち、議会を傍聴する

ことが議会活性化の一つです。
月定例会の傍聴者は 人でした。

次の定例会は 月（第 回定例議会）の予定です。
みなさんの傍聴をお待ちしております。

（詳しくは議会事務局まで）

町の
多くの方が町

こと
月定

会を傍聴する
です。
でした。
会）の予定です。
おります。
で）

垂
直
離
着
陸
機

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
、
低
空
飛
行
禁
止
を

求
め
る
陳
情
書

（
原
案
採
択
）

提
出
者

青
森
県
平
和
委
員
会

代
表

阿
部
喜
美
子

竹
浪

純

中
屋
敷
泰
一

日
本
政
府
に

核
兵
器
全
面
禁
止
の
決
断
と
行
動
を
求
め
る

意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
意
見
書

（
原
案
採
択
）

提
出
者

上
十
三
地
区
原
水
爆
禁
止
の
会

会
長

苫
米
地
宣
廣

米
軍
機
垂
直
離
着
陸
機

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
、
低
空
飛
行

訓
練
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者

議
員

大
澤

弘
悦

賛
成
者

議
員

澤
谷

松
大

議
員

秋
田

雅
敏

日
本
政
府
に
核
兵
器
全
面
禁
止
の
決
断
と
行
動
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者

議
員

大
澤

弘
悦

賛
成
者

議
員

澤
谷

松
大

議
員

秋
田

雅
敏

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、内
閣
総
理
大
臣
他
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
。
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